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◇ 研究専門部会長をお引き受 けして
この度,研 究専門部会長 をお引 き受けす ることにな りま した。 リバテ ィー タワーの情 報通信施設設備
に多少関係 したせいで,情 報科学センターおよび情報システム部の方々に大変お世話にな り,お断 りで
きなか ったためです。大変お世話 にな りま したが,か といって情報科学センターのことについて詳 しく
知 っているわけではあ りません。従って研究専門部会なるものが どのよ うな役割 を果た してい るのか,
まだ良く分かってはいないわけで,そ の ような状態でこの文章を書いていることに{劃尼たるものがあり
ます。
4月にお引き受け して以来,高 額 ソフ トウェアの選定作業,お よび現在凍結状態にあるシステム開発
研究員制度にっいて検討 を始めた ところで,ま だ暗中模索の状態です。高額 ソフ トウェアの選定に関 し
ては,今 年度は従来のや り方を踏襲 してユーザーの要望に沿 うべ く工夫 してみま した。最近のコンピュ
ー タのダ ウンサイジング化 と高性 能化に伴って,ソ フ トウェアの契約形態 も変 りっつあ り,高額 ソフ ト
の購入要項について多少の手直 しの必要を感 じてお ります。高い費用 を支払い購入する ソフ トウェアで
すか ら,ユ ーザーが有効に利用で きるような契約形態を実現すべきであろ うと思 ってお ります。 また高
額 ソフ トウェアの選定 と購入に研究専門部会が関わることに多少の違和感 を感 じてお り,図 書館 の収書
委員会の ような委員会の必要性 を感 じてお ります。 このことについては運営委員会に諮って,大 学全体
としてコンセンサスが得 られ るよ うな選定 と購入のプロセスを検討 して頂 こ うと願っています。
システム開発研究員制度については,SEの 方々よ りい ろいろご意見を頂戴 した段階で,根 本的な方
策 を出せ る状態には至ってお りません。高度の専門的な知識や技能を有す る人材 の育成 と処遇は,情 報
科学センターに限 らず大学 のいろいろな部署で抱える問題だ と受 けとめています。人事 の流動化や昇進
昇格な どと絡む非常に難 しい問題ですが,シ ステム開発研究員制度に何 らかの前進を与えることで,こ
の難 しい問題の解決への足掛か りになれば と願 っています。
微力ですので,及 ばぬところは皆様方のご協力をお願いいた します。
